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★交交通通事事故故発発生生状状況況

令令和和７７年年中中にに新新潟潟県県内内でで発発生生ししたた交交通通事事故故はは、、

発発生生件件数数 ２２，，５５１１４４件件（（前前年年比比－－１１５５７７件件、、－－５５．．９９％％））

死死 者者 数数 ５５５５人人（（前前年年比比±± ００人人、、±±００．．００％％））

負負傷傷者者数数 ２２，，８８２２４４人人（（前前年年比比－－２２２２１１人人、、－－７７．．３３％％））

ううちち重重傷傷者者数数 ５５４４５５人人（（前前年年比比－－ ９９人人、、－－１１．．６６％％））

でで、、発発生生件件数数・・負負傷傷者者数数はは減減少少しし、、死死者者数数はは同同数数ででししたた。。

令令和和７７年年中中のの交交通通事事故故のの特特徴徴ととししててはは、、

○○ 死死者者数数（（５５５５人人））はは、、前前年年とと同同数数

○○ 発発生生件件数数・・負負傷傷者者数数はは、、２２００年年連連続続でで減減少少ししたた

○○ 死死者者数数にに占占めめるる高高齢齢者者のの割割合合がが、、２２２２年年連連続続でで半半数数以以上上をを占占めめたた（（３３５５人人でで６６３３．．６６％％））

ここととななどどがが挙挙げげらられれまますす。。

以以上上のの情情勢勢をを踏踏ままええ、、令令和和８８年年中中、、新新潟潟県県警警察察ととししててはは、、

○○ 高高齢齢者者のの交交通通事事故故防防止止

○○ 歩歩行行者者のの安安全全確確保保

〇〇 自自転転車車そそのの他他小小型型モモビビリリテティィ対対策策のの強強化化

○○ 飲飲酒酒運運転転のの根根絶絶

をを重重点点ととししたた交交通通事事故故防防止止対対策策をを、、関関係係機機関関・・団団体体とと連連携携ししてて推推進進ししてていいくくここととととししてていいまますす。。

全全国国のの状状況況（（令令和和７７年年中中））

発発生生件件数数 ２２８８７７，，００２２３３件件（（前前年年比比－－３３，，８８７７２２件件、、－－１１．．３３％％））

死死 者者 数数 ２２，，５５４４７７人人（（前前年年比比－－ １１１１６６人人、、－－４４．．４４％％））

負負傷傷者者数数 ３３３３８８，，５５００８８人人（（前前年年比比－－５５，，８８８８７７人人、、－－１１．．７７％％））

ううちち重重傷傷者者数数 ２２７７，，５５６６３３人人（（前前年年比比＋＋ ２２７７８８人人、、＋＋１１．．００％％））



1

◎　表紙写真

特定事故・用語の定義

二輪車事故の発生状況

飲酒運転による事故の発生状況

交差点事故の発生状況

高速道路の交通事故発生状況

死傷者別シートベルト等着用状況

高齢運転者事故の発生状況

○ 自転車事故の発生状況

○ 歩行者事故の発生状況

○ 高齢者事故の発生状況

○

○

○

年代別交通事故死傷者数

○ 事故類型別交通事故発生状況

○ 子供事故の発生状況

○ ○

○

目　　　　　　　次

○

○

○

○

交通事故発生状況

都道府県別交通事故発生状況

交通情勢の推移

新潟県の交通概況 ○

○

市町村別交通事故発生状況

○

○

 　　「サイクルポリス」　　　 　    令和７年９月19日

○

○ 時間帯別交通事故発生状況

警察署別交通事故発生状況

曜日別・道路形状別・路線別交通事故発生状況

月別交通事故発生状況

○ 第１当事者別交通事故発生状況

○

★交交通通事事故故発発生生状状況況

令令和和７７年年中中にに新新潟潟県県内内でで発発生生ししたた交交通通事事故故はは、、

発発生生件件数数 ２２，，５５１１４４件件（（前前年年比比－－１１５５７７件件、、－－５５．．９９％％））

死死 者者 数数 ５５５５人人（（前前年年比比±± ００人人、、±±００．．００％％））

負負傷傷者者数数 ２２，，８８２２４４人人（（前前年年比比－－２２２２１１人人、、－－７７．．３３％％））

ううちち重重傷傷者者数数 ５５４４５５人人（（前前年年比比－－ ９９人人、、－－１１．．６６％％））

でで、、発発生生件件数数・・負負傷傷者者数数はは減減少少しし、、死死者者数数はは同同数数ででししたた。。

令令和和７７年年中中のの交交通通事事故故のの特特徴徴ととししててはは、、

○○ 死死者者数数（（５５５５人人））はは、、前前年年とと同同数数

○○ 発発生生件件数数・・負負傷傷者者数数はは、、２２００年年連連続続でで減減少少ししたた

○○ 死死者者数数にに占占めめるる高高齢齢者者のの割割合合がが、、２２２２年年連連続続でで半半数数以以上上をを占占めめたた（（３３５５人人でで６６３３．．６６％％））

ここととななどどがが挙挙げげらられれまますす。。

以以上上のの情情勢勢をを踏踏ままええ、、令令和和８８年年中中、、新新潟潟県県警警察察ととししててはは、、

○○ 高高齢齢者者のの交交通通事事故故防防止止

○○ 歩歩行行者者のの安安全全確確保保

〇〇 自自転転車車そそのの他他小小型型モモビビリリテティィ対対策策のの強強化化

○○ 飲飲酒酒運運転転のの根根絶絶

をを重重点点ととししたた交交通通事事故故防防止止対対策策をを、、関関係係機機関関・・団団体体とと連連携携ししてて推推進進ししてていいくくここととととししてていいまますす。。

全全国国のの状状況況（（令令和和７７年年中中））

発発生生件件数数 ２２８８７７，，００２２３３件件（（前前年年比比－－３３，，８８７７２２件件、、－－１１．．３３％％））

死死 者者 数数 ２２，，５５４４７７人人（（前前年年比比－－ １１１１６６人人、、－－４４．．４４％％））

負負傷傷者者数数 ３３３３８８，，５５００８８人人（（前前年年比比－－５５，，８８８８７７人人、、－－１１．．７７％％））

ううちち重重傷傷者者数数 ２２７７，，５５６６３３人人（（前前年年比比＋＋ ２２７７８８人人、、＋＋１１．．００％％））



2

63
6,216

7
620

25
663

17
226

17
750

旭川

北見

釧路札幌

函館

20
2,364

29
2,451

41
1,993

44
2,431

41
2,947

34
2,477

85
17,368

宮崎

大分

熊本

鹿児
島

福岡

長崎

佐賀

青
森

岩手
秋田

山形

宮城

新潟

福島

栃木群馬

茨城埼玉

長野

千葉神奈川
静岡

山梨
東

岐阜

愛知

富山
石川

福井

三

重
奈

良和
歌
山

兵
庫

京

都

岡山

鳥取
島根

広島
山口

愛媛
高知

徳島

香川

大

阪

滋賀 京

39

1,587

27
2,247

33
1,001

23
2,486

38
3,730

53
3,430

72
16,511

122
12,617

48
9,095

69
4,048 82

6,162

55
2,514

59
2,530

139
21,324

134
30,176

112
24,793

19
2,014

25
2,644

40
2,809

33
1,279

125
15,619

44
4,482

沖縄

120
25,056

55
2,856

30
1,926

32
1,879

21
968

54
2,782

49
3,586

17
688

58
4,260

41
4,681

19
1,89525

830

31
2,280

46
2,077 20

2,649

17
548

98
14,458

129
8,475

北海道

★★ 都都道道府府県県別別交交通通事事故故発発生生状状況況
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50人 50人 100人
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１　地図中の数字は　

２　都道府県別の色分けは死者数による。

死者数

発生件数
 を表す。

指　　数

指　　数

指　　数

指　　数

指　　数

指　　数

指　　数

指 数

指　　数

指　　数

令和７年平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

★交交通通情情勢勢のの推推移移

年　別

運 転 免 許 保 有 者 数

自 動 車 台 数

人口10万人当たりの死者数

平成28年 平成29年 令和６年

死傷者1,000人当たりの死者数

令和４年 令和５年
区 分

新
　
　
潟
　
　
県

発 生 件 数

死 者 数

負 傷 者 数

全
　
　
　
　
国

発 生 件 数

死 者 数

運 転 免 許 保 有 者 数

自 動 車 台 数

人口10万人当たりの死者数

死傷者1,000人当たりの死者数

負 傷 者 数

←

※ 運転免許保有者数は、各年 月末現在（本県は運転免許センター｢免許統計｣、全国は警察庁統計資料 である。

※ 自動車台数は、本県の平成 年以前は各年 月末現在、平成 年以降は各年３月末現在（国土交通省北陸信越運輸局新潟運輸支局資料）

全国の平成 年以前は各年 月末現在、令和元年は６月末現在、令和７年は令和６年 月末現在 国土交通省統計資料 で、原付･小特 総務省統計資料、令和６年７月１日現在 を除いた台数。

※ 人口 万人当たりの死者数は、各年 月 日現在の人口 本県は県統計課資料、全国は総務省統計局資料 から算出した。

※ 指数は、平成 年を｢ ｣としたもの である。
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区区分分 区区分分

原原動動機機付付

自自転転車車((台台))

小小型型特特殊殊

自自動動車車((台台))

※※　　人人口口はは、、令令和和６６年年1100月月１１日日現現在在（（総総務務省省統統計計資資料料「「人人口口推推計計」」））
※※　　面面積積はは、、令令和和７７年年1100月月１１日日現現在在（（国国土土地地理理院院統統計計資資料料））
※※　　道道路路実実延延長長はは、、令令和和５５年年３３月月3311日日現現在在（（国国土土交交通通省省統統計計資資料料「「道道路路統統計計年年報報」」））
※※　　車車両両台台数数はは、、令令和和６６年年1122月月末末現現在在（（国国土土交交通通省省統統計計資資料料））でで、、令令和和６６年年７７月月１１日日現現在在のの原原付付車車･･小小特特車車（（総総務務省省統統計計資資料料「「市市町町村村税税課課税税状状況況等等のの調調」」））をを含含むむ。。
※※　　運運転転免免許許保保有有者者数数はは、、令令和和７７年年1122月月末末現現在在  ((警警察察庁庁統統計計資資料料))
※※　　交交通通事事故故のの全全国国順順位位はは、、ワワーースストト順順

★★新新潟潟県県のの交交通通概概況況

新新潟潟県県 全全国国
全全国国
順順位位

新新潟潟県県
全全国国
順順位位

  区区分分   区区分分

人人　　口口　　　　((千千人人)) 1155位位

交交
　　
通通
　　
事事
　　
故故

発発
生生
状状
況況

発発生生件件数数((件件))

全全国国

一一般般道道路路実実延延長長((kkmm))

2277位位

面面　　積積　　((kk㎡㎡)) 1155位位

99位位 負負傷傷者者数数((人人)) 3300位位

55位位 死死者者数数((人人))

高高速速自自動動車車国国道道
実実延延長長((kkmm))

２２位位 致致死死率率
死死者者数数××11,,000000

死死傷傷者者数数
88位位

1144位位 人人 口口
万万 人人

当当 たた りり のの
発発 生生 状状 況況

発発生生件件数数 4444位位

2200位位 死死者者数数 2222位位

1155位位 自自 動動 車車 等等
１１ 万万 台台
当当 たた りり のの
発発 生生 状状 況況

発発生生件件数数 4444位位

2255位位

22位位 道道 路路 実実 延延 長長
当当たた

りりのの発発生生状状況況

発発生生件件数数

死死者者数数 2277位位

道道
路路

3366位位運運転転免免許許保保有有者者数数((人人))

自自動動車車等等保保有有台台数数((台台))

人人口口11,,000000人人当当たたりりのの
保保有有台台数数

原原付付車車・・小小特特車車

保保有有台台数数((台台))

車車
両両
台台
数数

4422位位

1155位位 死死者者数数

        　　  区区分分　　　　 人人口口1100万万人人 区区分分 人人口口1100万万人人

当当たたりりのの死死 当当たたりりのの死死

市市町町村村 ７７年年 ６６年年 増増減減率率((%%)) ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 者者数数((７７年年)) 市市町町村村 ７７年年 ６６年年 増増減減率率((%%)) ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 者者数数((７７年年))

聖聖 籠籠 町町

北北 区区 弥弥 彦彦 村村

東東 区区 田田 上上 町町

中中 央央 区区 阿阿 賀賀 町町

江江 南南 区区 出出 雲雲 崎崎 町町

秋秋 葉葉 区区 湯湯 沢沢 町町

南南 区区 津津 南南 町町

西西 区区 刈刈 羽羽 村村

西西 蒲蒲 区区 関関 川川 村村

粟粟 島島 浦浦 村村 　　

町町 村村 計計

高高速速・・自自専専道道

合合 計計

南南 魚魚 沼沼 市市

胎胎 内内 市市

五五 泉泉 市市

上上 越越 市市

阿阿 賀賀 野野 市市

佐佐 渡渡 市市

妙妙 高高 市市

魚魚 沼沼 市市

加加 茂茂 市市

十十 日日 町町 市市

見見 附附 市市

村村 上上 市市

死死者者数数
推推計計人人口口 推推計計人人口口

燕燕 市市

糸糸 魚魚 川川 市市

市町村別交通事故発生状況★

市市 計計

発発生生件件数数

※※  人人口口1100万万人人当当たたりりのの死死者者数数はは、、令令和和７７年年1100月月11日日現現在在のの人人口口((県県統統計計課課資資料料))かからら算算出出。。

※※  高高速速道道・・指指定定自自専専道道のの事事故故はは市市町町村村のの数数値値にに含含ままなないい。。

新新 潟潟 市市

長長 岡岡 市市

三三 条条 市市

柏柏 崎崎 市市

新新 発発 田田 市市

小小 千千 谷谷 市市

発発生生件件数数 死死者者数数 負負傷傷者者数数負負傷傷者者数数
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区区分分 区区分分

原原動動機機付付

自自転転車車((台台))

小小型型特特殊殊

自自動動車車((台台))

※※　　人人口口はは、、令令和和６６年年1100月月１１日日現現在在（（総総務務省省統統計計資資料料「「人人口口推推計計」」））
※※　　面面積積はは、、令令和和７７年年1100月月１１日日現現在在（（国国土土地地理理院院統統計計資資料料））
※※　　道道路路実実延延長長はは、、令令和和５５年年３３月月3311日日現現在在（（国国土土交交通通省省統統計計資資料料「「道道路路統統計計年年報報」」））
※※　　車車両両台台数数はは、、令令和和６６年年1122月月末末現現在在（（国国土土交交通通省省統統計計資資料料））でで、、令令和和６６年年７７月月１１日日現現在在のの原原付付車車･･小小特特車車（（総総務務省省統統計計資資料料「「市市町町村村税税課課税税状状況況等等のの調調」」））をを含含むむ。。
※※　　運運転転免免許許保保有有者者数数はは、、令令和和７７年年1122月月末末現現在在  ((警警察察庁庁統統計計資資料料))
※※　　交交通通事事故故のの全全国国順順位位はは、、ワワーースストト順順

★★新新潟潟県県のの交交通通概概況況

新新潟潟県県 全全国国
全全国国
順順位位

新新潟潟県県
全全国国
順順位位

  区区分分   区区分分

人人　　口口　　　　((千千人人)) 1155位位

交交
　　
通通
　　
事事
　　
故故

発発
生生
状状
況況

発発生生件件数数((件件))

全全国国

一一般般道道路路実実延延長長((kkmm))

2277位位

面面　　積積　　((kk㎡㎡)) 1155位位

99位位 負負傷傷者者数数((人人)) 3300位位

55位位 死死者者数数((人人))

高高速速自自動動車車国国道道
実実延延長長((kkmm))

２２位位 致致死死率率
死死者者数数××11,,000000

死死傷傷者者数数
88位位

1144位位 人人 口口
万万 人人

当当 たた りり のの
発発 生生 状状 況況

発発生生件件数数 4444位位

2200位位 死死者者数数 2222位位

1155位位 自自 動動 車車 等等
１１ 万万 台台
当当 たた りり のの
発発 生生 状状 況況

発発生生件件数数 4444位位

2255位位

22位位 道道 路路 実実 延延 長長
当当たた

りりのの発発生生状状況況

発発生生件件数数

死死者者数数 2277位位

道道
路路

3366位位運運転転免免許許保保有有者者数数((人人))

自自動動車車等等保保有有台台数数((台台))

人人口口11,,000000人人当当たたりりのの
保保有有台台数数

原原付付車車・・小小特特車車

保保有有台台数数((台台))

車車
両両
台台
数数

4422位位

1155位位 死死者者数数

        　　  区区分分　　　　 人人口口1100万万人人 区区分分 人人口口1100万万人人

当当たたりりのの死死 当当たたりりのの死死

市市町町村村 ７７年年 ６６年年 増増減減率率((%%)) ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 者者数数((７７年年)) 市市町町村村 ７７年年 ６６年年 増増減減率率((%%)) ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 者者数数((７７年年))

聖聖 籠籠 町町

北北 区区 弥弥 彦彦 村村

東東 区区 田田 上上 町町

中中 央央 区区 阿阿 賀賀 町町

江江 南南 区区 出出 雲雲 崎崎 町町

秋秋 葉葉 区区 湯湯 沢沢 町町

南南 区区 津津 南南 町町

西西 区区 刈刈 羽羽 村村

西西 蒲蒲 区区 関関 川川 村村

粟粟 島島 浦浦 村村 　　

町町 村村 計計

高高速速・・自自専専道道

合合 計計

南南 魚魚 沼沼 市市

胎胎 内内 市市

五五 泉泉 市市

上上 越越 市市

阿阿 賀賀 野野 市市

佐佐 渡渡 市市

妙妙 高高 市市

魚魚 沼沼 市市

加加 茂茂 市市

十十 日日 町町 市市

見見 附附 市市

村村 上上 市市

死死者者数数
推推計計人人口口 推推計計人人口口

燕燕 市市

糸糸 魚魚 川川 市市

市町村別交通事故発生状況★

市市 計計

発発生生件件数数

※※  人人口口1100万万人人当当たたりりのの死死者者数数はは、、令令和和７７年年1100月月11日日現現在在のの人人口口((県県統統計計課課資資料料))かからら算算出出。。

※※  高高速速道道・・指指定定自自専専道道のの事事故故はは市市町町村村のの数数値値にに含含ままなないい。。

新新 潟潟 市市

長長 岡岡 市市

三三 条条 市市

柏柏 崎崎 市市

新新 発発 田田 市市

小小 千千 谷谷 市市

発発生生件件数数 死死者者数数 負負傷傷者者数数負負傷傷者者数数



6

区分

７年 構成率 ６年 構成率 ７年 ６年 ７年 ６年

署別 （％） （％） （％） ７年 ６年 ７年 ６年 ７年 ６年 （％） （％） ７年 ６年 ７年 ６年

合　計

新 潟

新 潟 中 央

新 潟 東

新 潟 西

江 南

新 潟 北

秋 葉

新 潟 南

西 蒲

村 上

新 発 田

阿 賀 野

津 川

五 泉

燕

三 条

加 茂

長 岡

見 附

与 板

小 千 谷

小 出

十 日 町

南 魚 沼

柏 崎

上 越

妙 高

糸 魚 川

佐 渡

高 速 隊

死　亡 重　傷 軽　傷 重　傷 軽　傷

★★警警察察署署別別交交通通事事故故発発生生状状況況

発　　生　　件　　数 死　者　数 負　　傷　　者　　数

件　数　内　訳 負  傷　者　数　内　訳
増減率増減率増減率

    　　※※　　((        ))  内内はは重重傷傷者者数数でで、、内内数数ととななるる。。

★★月月別別交交通通事事故故発発生生状状況況
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10
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300

400

500
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

発生件数

7年

6年

年 年

死者数発生件数

7年

6年

区区分分

負負傷傷者者数数

死死 者者 数数

発発生生件件数数

月月別別

７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

７７年年

11　　月月 22　　月月 33　　月月 66　　月月

６６年年

55　　月月44　　月月 77　　月月 88　　月月 1111　　月月 合合            計計99　　月月 1100　　月月 1122　　月月
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区分

７年 構成率 ６年 構成率 ７年 ６年 ７年 ６年

署別 （％） （％） （％） ７年 ６年 ７年 ６年 ７年 ６年 （％） （％） ７年 ６年 ７年 ６年

合　計

新 潟

新 潟 中 央

新 潟 東

新 潟 西

江 南

新 潟 北

秋 葉

新 潟 南

西 蒲

村 上

新 発 田

阿 賀 野

津 川

五 泉

燕

三 条

加 茂

長 岡

見 附

与 板

小 千 谷

小 出

十 日 町

南 魚 沼

柏 崎

上 越

妙 高

糸 魚 川

佐 渡

高 速 隊

死　亡 重　傷 軽　傷 重　傷 軽　傷

★★警警察察署署別別交交通通事事故故発発生生状状況況

発　　生　　件　　数 死　者　数 負　　傷　　者　　数

件　数　内　訳 負  傷　者　数　内　訳
増減率増減率増減率

    　　※※　　((        ))  内内はは重重傷傷者者数数でで、、内内数数ととななるる。。

★★月月別別交交通通事事故故発発生生状状況況
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(件)

死
者
数

(人)
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7年
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年 年

死者数発生件数

7年

6年

区区分分

負負傷傷者者数数

死死 者者 数数

発発生生件件数数

月月別別

７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

７７年年

11　　月月 22　　月月 33　　月月 66　　月月

６６年年

55　　月月44　　月月 77　　月月 88　　月月 1111　　月月 合合            計計99　　月月 1100　　月月 1122　　月月
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    ２２　　道道路路形形状状別別・・路路線線別別発発生生状状況況

　　　　　　※※  道道路路実実延延長長はは、、令令和和７７年年４４月月１１日日現現在在
            　　  資資料料　　国国土土交交通通省省北北陸陸地地方方整整備備局局　　県県道道路路管管理理課課　　新新潟潟市市土土木木総総務務課課

１１　　曜曜日日別別発発生生状状況況

★★曜曜日日別別・・道道路路形形状状別別・・路路線線別別交交通通事事故故発発生生状状況況

路路線線 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

７７号号

８８号号

１１７７号号

１１８８号号

４４９９号号

１１１１６６号号

１１１１３３号号

４４００３３号号

そそのの他他

指指定定自自動動車車専専用用道道路路

発発生生件件数数 死死者者数数 負負傷傷者者数数 道道路路実実延延長長
11,,000000kkmm当当たたりり
死死者者数数((７７年年))

一一
般般
国国
道道

六六
国国
道道

そそ
のの
他他

計計

高高速速道道

区区分分

県県
道道

主主要要地地方方道道

一一般般県県道道

計計

そそ  のの  他他

合合　　　　計計

市市町町村村道道

区区分分 致致死死率率

７７年年 ６６年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ((７７年年))

負負傷傷者者数数発発生生件件数数 死死者者数数
道道路路形形状状 ７７年年

交交差差点点

交交差差点点付付近近

単単路路

カカーーブブ

直直線線

橋橋

トトンンネネルル

踏踏切切

そそのの他他

合合計計

※致死率＝ ×
死者数

死傷者数

0

5

10

15

20

0

150

300

450

600
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

発生件数

７年

６年 年 年

死者数

区区分分
月月 日日火火 水水 木木 金金

死死  者者  数数

土土 合合　　　　計計

７７年年

発発生生件件数数

曜曜日日

負負傷傷者者数数
７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

６６年年

★★時時間間帯帯別別交交通通事事故故発発生生状状況況

0

4

8

12

16

20

0

120

240

360

480

600
発
生
件
数

(件)

区区分分
22～～44 44～～66 66～～88 88～～1100 1100～～1122 1122～～1144 1144～～1166 1166～～1188 2222～～2244 合合　　　　計計

負負傷傷者者数数

1188～～2200 2200～～2222

発発生生件件数数

死死  者者  数数

00～～22

６６年年

７７年年

７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

時時間間帯帯

年 年

死者数発生件数

７年

６年

死
者
数

(人)
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    ２２　　道道路路形形状状別別・・路路線線別別発発生生状状況況

　　　　　　※※  道道路路実実延延長長はは、、令令和和７７年年４４月月１１日日現現在在
            　　  資資料料　　国国土土交交通通省省北北陸陸地地方方整整備備局局　　県県道道路路管管理理課課　　新新潟潟市市土土木木総総務務課課

１１　　曜曜日日別別発発生生状状況況

★★曜曜日日別別・・道道路路形形状状別別・・路路線線別別交交通通事事故故発発生生状状況況

路路線線 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

７７号号

８８号号

１１７７号号

１１８８号号

４４９９号号

１１１１６６号号

１１１１３３号号

４４００３３号号

そそのの他他

指指定定自自動動車車専専用用道道路路

発発生生件件数数 死死者者数数 負負傷傷者者数数 道道路路実実延延長長
11,,000000kkmm当当たたりり
死死者者数数((７７年年))

一一
般般
国国
道道

六六
国国
道道

そそ
のの
他他

計計

高高速速道道

区区分分

県県
道道

主主要要地地方方道道

一一般般県県道道

計計

そそ  のの  他他

合合　　　　計計

市市町町村村道道

区区分分 致致死死率率

７７年年 ６６年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ((７７年年))

負負傷傷者者数数発発生生件件数数 死死者者数数
道道路路形形状状 ７７年年

交交差差点点

交交差差点点付付近近

単単路路

カカーーブブ

直直線線

橋橋

トトンンネネルル

踏踏切切

そそのの他他

合合計計

※致死率＝ ×
死者数

死傷者数

0

5

10

15

20

0

150

300

450

600
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

発生件数

７年

６年 年 年

死者数

区区分分
月月 日日火火 水水 木木 金金

死死  者者  数数

土土 合合　　　　計計

７７年年

発発生生件件数数

曜曜日日

負負傷傷者者数数
７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

６６年年

★★時時間間帯帯別別交交通通事事故故発発生生状状況況

0

4

8

12

16

20

0

120

240

360

480

600
発
生
件
数

(件)

区区分分
22～～44 44～～66 66～～88 88～～1100 1100～～1122 1122～～1144 1144～～1166 1166～～1188 2222～～2244 合合　　　　計計

負負傷傷者者数数

1188～～2200 2200～～2222

発発生生件件数数

死死  者者  数数

00～～22

６６年年

７７年年

７７年年

６６年年

７７年年

６６年年

時時間間帯帯

年 年

死者数発生件数

７年

６年

死
者
数

(人)
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構構成成率率 構構成成率率

対対・・背背面面通通行行中中

横横断断歩歩道道横横断断中中

そそのの他他横横断断中中

そそのの他他

計計

正正面面衝衝突突

追追突突

出出会会いい頭頭

そそのの他他

計計

正正面面衝衝突突

追追突突

出出会会いい頭頭

右右折折時時

そそのの他他

計計

工工作作物物衝衝突突

路路外外逸逸脱脱

駐駐車車車車両両衝衝突突

そそのの他他

計計

区区分分 発発生生件件数数 死死者者数数

車車
両両
単単
独独

★★事事故故類類型型別別交交通通事事故故発発生生状状況況

７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

列列車車

合合計計

事事故故類類型型

人人
対対
車車
両両

自自
転転
車車
対対
車車
両両

車車
両両
対対
車車
両両

13人

(23.6％)
列車

(0％)

車両対車両自転車対車両
249件
(9.9％) (68.7％)

人対車両

457件
(18.2％)

車両単独
81件

(3.2％)

７年

車両対車両

13人

(23.6％)

自転車対車両

1人

(1.8％)

人対車両
15人

(27.3％)

車両単独

26人

(47.3％)

発生件数

死者数

55人

死死者者数数

発発生生件件数数

７年

●●車車側側〔〔四四輪輪車車・・二二輪輪車車・・農農耕耕車車・・特特殊殊車車等等〕〕

★★第第１１当当事事者者別別交交通通事事故故発発生生状状況況 ～～  主主なな原原因因別別  ((７７年年))　　～～

※※　　（（　　））内内はは前前年年数数値値

●●歩歩行行者者

～～  当当事事者者別別  ～～

●●自自転転車車
0 1 2 3 4 5

前前 方方 ・・ 動動 静静 不不 注注 視視

安安 全全 不不 確確 認認

操操 作作 不不 適適

一一 時時 不不 停停 止止

信信 号号 無無 視視

交交 差差 点点 安安 全全 進進 行行

合合　　計計

そそ のの 他他 のの 違違 反反

原原因因別別 発発生生件件数数 死死者者数数 死者数(人)

0 5 10 15 20 25

歩歩 行行 者者 妨妨 害害

交交 差差 点点 安安 全全 進進 行行

最最 高高 速速 度度

酒酒 酔酔 いい 運運 転転

前前 方方 ・・ 動動 静静 不不 注注 視視

死死者者数数原原因因別別 発発生生件件数数

安安 全全 不不 確確 認認

操操 作作 不不 適適

死者数(人)

そそ のの 他他 のの 違違 反反

合合　　計計

一一 時時 不不 停停 止止

信信 号号 無無 視視

0 1 2 3 4 5死死者者数数

飛飛 びび 出出 しし

信信 号号 無無 視視

合合　　計計

そそ のの 他他 のの 違違 反反

酩酩 酊酊 ・・ 徘徘 徊徊

直直 前前 直直 後後 横横 断断

原原因因別別 発発生生件件数数 死者数(人)

二輪車
3人

７年

７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

そそ のの 他他 ・・ 不不 明明

合合　　　　計計

農農 耕耕 車車 ・・ 特特 殊殊 車車

自自 転転 車車

歩歩 行行 者者

負負傷傷者者数数

二二
輪輪

乗乗 用用 自自 動動 車車

貨貨 物物 自自 動動 車車

自自 動動 二二 輪輪 車車

原原 付付 車車

当当事事者者

区区分分 死死者者数数発発生生件件数数

発発生生件件数数

発生件数 死者数

 55人

乗用自動車

2,048件

384件
貨物自動車

死死者者数数

乗用自動車

27人
貨物自動車

19人

2人
自転車

二輪車
28件

7件

自転車

36件

歩行者
5件 農耕車・特殊車

その他・不明
6件

７年

歩行者
4人
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構構成成率率 構構成成率率

対対・・背背面面通通行行中中

横横断断歩歩道道横横断断中中

そそのの他他横横断断中中

そそのの他他

計計

正正面面衝衝突突

追追突突

出出会会いい頭頭

そそのの他他

計計

正正面面衝衝突突

追追突突

出出会会いい頭頭

右右折折時時

そそのの他他

計計

工工作作物物衝衝突突

路路外外逸逸脱脱

駐駐車車車車両両衝衝突突

そそのの他他

計計

区区分分 発発生生件件数数 死死者者数数

車車
両両
単単
独独

★★事事故故類類型型別別交交通通事事故故発発生生状状況況

７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

列列車車

合合計計

事事故故類類型型

人人
対対
車車
両両

自自
転転
車車
対対
車車
両両

車車
両両
対対
車車
両両

13人

(23.6％)
列車

(0％)

車両対車両自転車対車両
249件
(9.9％) (68.7％)

人対車両

457件
(18.2％)

車両単独
81件

(3.2％)

７年

車両対車両

13人

(23.6％)

自転車対車両

1人

(1.8％)

人対車両
15人

(27.3％)

車両単独

26人

(47.3％)

発生件数

死者数

55人

死死者者数数

発発生生件件数数

７年

●●車車側側〔〔四四輪輪車車・・二二輪輪車車・・農農耕耕車車・・特特殊殊車車等等〕〕

★★第第１１当当事事者者別別交交通通事事故故発発生生状状況況 ～～  主主なな原原因因別別  ((７７年年))　　～～

※※　　（（　　））内内はは前前年年数数値値

●●歩歩行行者者

～～  当当事事者者別別  ～～

●●自自転転車車
0 1 2 3 4 5

前前 方方 ・・ 動動 静静 不不 注注 視視

安安 全全 不不 確確 認認

操操 作作 不不 適適

一一 時時 不不 停停 止止

信信 号号 無無 視視

交交 差差 点点 安安 全全 進進 行行

合合　　計計

そそ のの 他他 のの 違違 反反

原原因因別別 発発生生件件数数 死死者者数数 死者数(人)

0 5 10 15 20 25

歩歩 行行 者者 妨妨 害害

交交 差差 点点 安安 全全 進進 行行

最最 高高 速速 度度

酒酒 酔酔 いい 運運 転転

前前 方方 ・・ 動動 静静 不不 注注 視視

死死者者数数原原因因別別 発発生生件件数数

安安 全全 不不 確確 認認

操操 作作 不不 適適

死者数(人)

そそ のの 他他 のの 違違 反反

合合　　計計

一一 時時 不不 停停 止止

信信 号号 無無 視視

0 1 2 3 4 5死死者者数数

飛飛 びび 出出 しし

信信 号号 無無 視視

合合　　計計

そそ のの 他他 のの 違違 反反

酩酩 酊酊 ・・ 徘徘 徊徊

直直 前前 直直 後後 横横 断断

原原因因別別 発発生生件件数数 死者数(人)

二輪車
3人

７年

７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年 ７７年年 ６６年年

そそ のの 他他 ・・ 不不 明明

合合　　　　計計

農農 耕耕 車車 ・・ 特特 殊殊 車車

自自 転転 車車

歩歩 行行 者者

負負傷傷者者数数

二二
輪輪

乗乗 用用 自自 動動 車車

貨貨 物物 自自 動動 車車

自自 動動 二二 輪輪 車車

原原 付付 車車

当当事事者者

区区分分 死死者者数数発発生生件件数数

発発生生件件数数

発生件数 死者数

 55人

乗用自動車

2,048件

384件
貨物自動車

死死者者数数

乗用自動車

27人
貨物自動車

19人

2人
自転車

二輪車
28件

7件

自転車

36件

歩行者
5件 農耕車・特殊車

その他・不明
6件

７年

歩行者
4人
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★年代別交通事故死傷者数

※※  人人口口はは、、令令和和７７年年1100月月１１日日現現在在のの推推計計人人口口（（県県統統計計課課資資料料））でで、、年年齢齢不不明明等等のの2266,,994400人人はは、、合合計計ののみみにに含含むむ。。　　  

人口 万人当たり

死者数

人口 万人当たり

負傷者数

人
口

万
人
当
た
り
の
負
傷
者
数

人
口

万
人
当
た
り
の
死
者
数

00歳歳 55歳歳 1100歳歳 1155歳歳 2200歳歳 2255歳歳 3300歳歳 4400歳歳 5500歳歳 6600歳歳 6655歳歳 7700歳歳 7755歳歳 8800歳歳

      ～～44歳歳 ～～99歳歳 ～～1144歳歳 ～～1199歳歳 ～～2244歳歳 ～～2299歳歳 ～～3399歳歳 ～～4499歳歳 ～～5599歳歳 ～～6644歳歳 ～～6699歳歳 ～～7744歳歳 ～～7799歳歳 　　　　以以上上

死死
者者
数数

年年代代

男男

女女

計計

６６年年((男男女女計計))

死死傷傷者者数数

人人　　口口

負負
傷傷
者者
数数

計計

６６年年((男男女女計計))

人人口口1100万万人人当当たたりり
負負傷傷者者数数（（７７年年））

人人口口1100万万人人当当たたりり
死死者者数数（（７７年年））

男男

女女

７７
年年

７７
年年

合合計計

　　中中学学生生以以下下のの子子供供がが関関係係ししたた事事故故（（同同乗乗者者をを含含むむ。。））でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた子子供供のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

　　

★★子子供供事事故故のの発発生生状状況況

　　  にに対対ししててのの割割合合（（次次ペペーージジ以以降降もも同同じじ））ででああるる。。

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

※※    全全事事故故比比・・全全死死者者比比・・全全負負傷傷者者比比はは、、全全事事故故（（発発生生件件数数・・死死者者数数・・負負傷傷者者数数））

２２　　月月別別発発生生状状況況

４４　　就就学学状状況況別別死死傷傷者者数数

３３　　状状態態別別死死傷傷者者数数

死傷者数
129人

（死者0人）

歩行中
5人

自動車・二輪車
同乗中

その他の歩行者
5人

路上遊戯等

44人37人
横断中

38人
自転車乗用中・同乗

年年別別
区区分分

４４年年３３年年 ５５年年 増増減減数数

全全負負傷傷者者比比

発発生生件件数数

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

６６年年 ７７年年

未未就就園園児児 就就園園児児 小小学学生生 中中学学生生 合合計計

登登下下校校中中

登登下下校校中中

死死 者者 数数

負負 傷傷 者者 数数

0

1

2

3

4

5

0

10

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

死者数 発生件数発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

区区分分

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

７年

区区分分
就就学学状状況況
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★年代別交通事故死傷者数

※※  人人口口はは、、令令和和７７年年1100月月１１日日現現在在のの推推計計人人口口（（県県統統計計課課資資料料））でで、、年年齢齢不不明明等等のの2266,,994400人人はは、、合合計計ののみみにに含含むむ。。　　  

人口 万人当たり

死者数

人口 万人当たり

負傷者数

人
口

万
人
当
た
り
の
負
傷
者
数

人
口

万
人
当
た
り
の
死
者
数

00歳歳 55歳歳 1100歳歳 1155歳歳 2200歳歳 2255歳歳 3300歳歳 4400歳歳 5500歳歳 6600歳歳 6655歳歳 7700歳歳 7755歳歳 8800歳歳

      ～～44歳歳 ～～99歳歳 ～～1144歳歳 ～～1199歳歳 ～～2244歳歳 ～～2299歳歳 ～～3399歳歳 ～～4499歳歳 ～～5599歳歳 ～～6644歳歳 ～～6699歳歳 ～～7744歳歳 ～～7799歳歳 　　　　以以上上

死死
者者
数数

年年代代

男男

女女

計計

６６年年((男男女女計計))

死死傷傷者者数数

人人　　口口

負負
傷傷
者者
数数

計計

６６年年((男男女女計計))

人人口口1100万万人人当当たたりり
負負傷傷者者数数（（７７年年））

人人口口1100万万人人当当たたりり
死死者者数数（（７７年年））

男男

女女

７７
年年

７７
年年

合合計計

　　中中学学生生以以下下のの子子供供がが関関係係ししたた事事故故（（同同乗乗者者をを含含むむ。。））でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた子子供供のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

　　

★★子子供供事事故故のの発発生生状状況況

　　  にに対対ししててのの割割合合（（次次ペペーージジ以以降降もも同同じじ））ででああるる。。

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

※※    全全事事故故比比・・全全死死者者比比・・全全負負傷傷者者比比はは、、全全事事故故（（発発生生件件数数・・死死者者数数・・負負傷傷者者数数））

２２　　月月別別発発生生状状況況

４４　　就就学学状状況況別別死死傷傷者者数数

３３　　状状態態別別死死傷傷者者数数

死傷者数
129人

（死者0人）

歩行中
5人

自動車・二輪車
同乗中

その他の歩行者
5人

路上遊戯等

44人37人
横断中

38人
自転車乗用中・同乗

年年別別
区区分分

４４年年３３年年 ５５年年 増増減減数数

全全負負傷傷者者比比

発発生生件件数数

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

６６年年 ７７年年

未未就就園園児児 就就園園児児 小小学学生生 中中学学生生 合合計計

登登下下校校中中

登登下下校校中中

死死 者者 数数

負負 傷傷 者者 数数

0

1

2

3

4

5

0

10

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

死者数 発生件数発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

区区分分

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

７年

区区分分
就就学学状状況況
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３３　　年年齢齢別別・・状状態態別別死死傷傷者者数数

★★高高齢齢者者事事故故のの発発生生状状況況

２２　　月月別別発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年））

年齢 歳以上の者が関係した事故（同乗者を含む。）で、この事故から生じた高齢者の死傷者数を計上。

年年別別
区区分分

増増減減数数５５年年

発発生生件件数数

３３年年 ６６年年 ７７年年

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

４４年年

死死者者数数 負負傷傷者者数数

横横 断断 中中

歩歩 行行 中中

そそ のの 他他

そそ　　のの　　他他

歩歩
行行
者者

合合　　　　計計

状状　　態態　　別別

自自動動車車運運転転・・同同乗乗中中

二二輪輪車車運運転転・・同同乗乗中中

自自 転転 車車 乗乗 用用 中中

死死傷傷時時のの状状態態

65～69歳

70～74歳
75～79歳

80歳以上

4人

2人

7人
22人

156人

129人
136人

162人

外円：負傷者
583人

内円：死　者
35人

0

2

4

6

8

0

50

100

150

200 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

死死傷傷者者のの年年齢齢

区区分分

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 1111月月
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月 88月月 99月月 1100月月

７年

年年齢齢 歳歳以以上上のの者者がが関関係係ししたた事事故故（（同同乗乗者者をを含含むむ。。））でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた高高齢齢者者のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

３３　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況

４４　　年年齢齢別別・・運運転転車車両両別別発発生生件件数数

２２　　月月別別発発生生状状況況

★★高高齢齢運運転転者者事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

７年

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

↑手入力  1,000件以上はカンマをつける

↑手入力  1,000件以上はカンマをつける

人対車両
正面衝突

追突

出会い頭

右左折時

追越し・追抜時

車両相互その他

車両単独

発生件数

161件
32件

142件

258件

78件

10件

74件

33件

（20.4％）
（4.1％）

（18.0%）

（9.9％）

（4.2％）

（死者6人）
（死者0人）

（死者2人）

（死者12人）

（死者22人）

（1.3％）

（9.4％）

年年齢齢 歳歳以以上上のの者者がが原原付付以以上上のの車車両両をを運運転転中中にに第第１１当当事事者者ととななっったた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた全全死死傷傷者者数数をを計計上上。。

0

2

4

6

8

0

30

60

90

120 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

年年別別
区区分分

６６年年 増増減減数数７７年年３３年年 ４４年年 ５５年年

発発生生件件数数

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

区区分分
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

負負傷傷者者数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 合合計計

発発生生件件数数

6655～～6699歳歳 7700～～7744歳歳 7755～～7799歳歳 8800歳歳以以上上 合合計計

原原　　    付付

自自 動動 車車

二二 輪輪 車車

特特 殊殊 車車

（32.7％）

（死者0人）

（死者1人）

年年齢齢別別
車車両両

（死者1人）

（死者0人）
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３３　　年年齢齢別別・・状状態態別別死死傷傷者者数数

★★高高齢齢者者事事故故のの発発生生状状況況

２２　　月月別別発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年））

年齢 歳以上の者が関係した事故（同乗者を含む。）で、この事故から生じた高齢者の死傷者数を計上。

年年別別
区区分分

増増減減数数５５年年

発発生生件件数数

３３年年 ６６年年 ７７年年

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

４４年年

死死者者数数 負負傷傷者者数数

横横 断断 中中

歩歩 行行 中中

そそ のの 他他

そそ　　のの　　他他

歩歩
行行
者者

合合　　　　計計

状状　　態態　　別別

自自動動車車運運転転・・同同乗乗中中

二二輪輪車車運運転転・・同同乗乗中中

自自 転転 車車 乗乗 用用 中中

死死傷傷時時のの状状態態

65～69歳

70～74歳
75～79歳

80歳以上

4人

2人

7人
22人

156人

129人
136人

162人

外円：負傷者
583人

内円：死　者
35人

0

2

4

6

8

0

50

100

150

200 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

死死傷傷者者のの年年齢齢

区区分分

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 1111月月
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月 88月月 99月月 1100月月

７年

年年齢齢 歳歳以以上上のの者者がが関関係係ししたた事事故故（（同同乗乗者者をを含含むむ。。））でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた高高齢齢者者のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

３３　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況

４４　　年年齢齢別別・・運運転転車車両両別別発発生生件件数数

２２　　月月別別発発生生状状況況

★★高高齢齢運運転転者者事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

７年

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

↑手入力  1,000件以上はカンマをつける

↑手入力  1,000件以上はカンマをつける

人対車両
正面衝突

追突

出会い頭

右左折時

追越し・追抜時

車両相互その他

車両単独

発生件数

161件
32件

142件

258件

78件

10件

74件

33件

（20.4％）
（4.1％）

（18.0%）

（9.9％）

（4.2％）

（死者6人）
（死者0人）

（死者2人）

（死者12人）

（死者22人）

（1.3％）

（9.4％）

年年齢齢 歳歳以以上上のの者者がが原原付付以以上上のの車車両両をを運運転転中中にに第第１１当当事事者者ととななっったた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた全全死死傷傷者者数数をを計計上上。。

0

2

4

6

8

0

30

60

90

120 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

年年別別
区区分分

６６年年 増増減減数数７７年年３３年年 ４４年年 ５５年年

発発生生件件数数

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

区区分分
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

負負傷傷者者数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 合合計計

発発生生件件数数

6655～～6699歳歳 7700～～7744歳歳 7755～～7799歳歳 8800歳歳以以上上 合合計計

原原　　    付付

自自 動動 車車

二二 輪輪 車車

特特 殊殊 車車

（32.7％）

（死者0人）

（死者1人）

年年齢齢別別
車車両両

（死者1人）

（死者0人）
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　　歩歩行行者者がが関関係係ししたた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた歩歩行行者者のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

★★歩歩行行者者事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

２２　　月月別別発発生生状状況況

３３　　年年代代別別死死傷傷者者数数

80歳以上
9人

47人
こども

高校生

15～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

高齢者

負傷者数

21人

16人

45人

40人

47人
58人

30人

155人

459人

70～74歳
1人

死者数
15人

負傷者数

死者数

0

1

2

3

4

5

0

20

40

60

80

100 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

７年

７年

高校生を除く

区区分分
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月

年年別別
区区分分

６６年年 増増減減数数４４年年 ５５年年 ７７年年

発発生生件件数数

３３年年

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

2人

高齢者

13人

64歳以下
2人

60～64歳

75～79歳
3人

　　自自転転車車をを乗乗用用中中のの者者がが関関係係ししたた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた自自転転車車乗乗用用中中（（同同乗乗者者をを除除くく。。））のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

★★自自転転車車事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年)) ３３　　年年代代別別死死傷傷者者数数

２２　　月月別別発発生生状状況況

38人
こども

高校生

15～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代60～64歳

高齢者

負傷者数

28人

13人
22人

12人

21人

34人13人

75人

256人

死者数
2人

年別
区分

発生件数

３年

全負傷者比

全事故比

死者数

全死者比

負傷者数

６年 増減数４年 ５年 ７年

死者数

負傷者数

0

10

20

30

40

50

0

1

2

3死者数 発生件数
死
者
数

(人)

発
生
件
数

(件)

区分

負傷者数

12月 合計

発生件数

死 者 数

6月 7月 8月 9月 10月 11月
月別

1月 2月 3月 4月 5月

７年

７年

2人
80歳以上

高校生を除く
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　　歩歩行行者者がが関関係係ししたた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた歩歩行行者者のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

★★歩歩行行者者事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

２２　　月月別別発発生生状状況況

３３　　年年代代別別死死傷傷者者数数

80歳以上
9人

47人
こども

高校生

15～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

高齢者

負傷者数

21人

16人

45人

40人

47人
58人

30人

155人

459人

70～74歳
1人

死者数
15人

負傷者数

死者数

0

1

2

3

4

5

0

20

40

60

80

100 死者数 発生件数
発
生
件
数

(件)

死
者
数

(人)

７年

７年

高校生を除く

区区分分
月月別別

11月月 22月月 33月月 44月月 55月月

負負傷傷者者数数

1122月月 合合計計

発発生生件件数数

死死 者者 数数

66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月

年年別別
区区分分

６６年年 増増減減数数４４年年 ５５年年 ７７年年

発発生生件件数数

３３年年

全全負負傷傷者者比比

全全事事故故比比

死死者者数数

全全死死者者比比

負負傷傷者者数数

2人

高齢者

13人

64歳以下
2人

60～64歳

75～79歳
3人

　　自自転転車車をを乗乗用用中中のの者者がが関関係係ししたた事事故故でで、、ここのの事事故故かからら生生じじたた自自転転車車乗乗用用中中（（同同乗乗者者をを除除くく。。））のの死死傷傷者者数数をを計計上上。。

★★自自転転車車事事故故のの発発生生状状況況

１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年)) ３３　　年年代代別別死死傷傷者者数数

２２　　月月別別発発生生状状況況

38人
こども

高校生

15～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代60～64歳

高齢者

負傷者数

28人

13人
22人

12人

21人

34人13人

75人

256人

死者数
2人

年別
区分

発生件数

３年

全負傷者比

全事故比

死者数

全死者比

負傷者数

６年 増減数４年 ５年 ７年

死者数

負傷者数

0

10
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3死者数 発生件数
死
者
数

(人)

発
生
件
数

(件)

区分

負傷者数

12月 合計

発生件数

死 者 数

6月 7月 8月 9月 10月 11月
月別

1月 2月 3月 4月 5月

７年

７年

2人
80歳以上

高校生を除く
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　　二二輪輪車車（（原原付付車車をを含含むむ。。))をを運運転転中中にに第第１１・・第第２２当当事事者者ととななっったた事事故故でで、、 　　自自転転車車以以上上のの車車両両をを運運転転中中のの者者がが飲飲酒酒運運転転でで第第１１当当事事者者ととななっったた事事故故でで
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１１　　年年別別推推移移（（令令和和３３年年～～令令和和７７年年))

３３　　シシーートトベベルルトト着着用用状状況況別別のの危危険険性性

※　自動車乗車中の死傷者について見たものであり、「着用者率」とは、

　死傷した人のうち、シートベルト、チャイルドシートを着用していた人

　の割合をいう。

※　着用不明者がいるため、着用と非着用の合計と総数は一致しない。

２２　　死死者者のの乗乗車車位位置置別別着着用用状状況況

◎ 　 交通事故発生時にシートベルト等を着用していなかった場合の致死率は
114.6で、着用していた場合の致死率10.5と比べて危険性は約11倍である。
 ※  ｢致死率」とは、死傷者数1,000人に占める死者数の割合

※　【　】は、交通事故により車外に放出された死者数で内数。

★★死死傷傷者者別別シシーートトベベルルトト等等着着用用状状況況

着用 非着用
死者全体

運転者

助手席

同乗者

後部席

同乗者

17人 （58.6%） 【1】

1人 （100%） 【0】

10人 （34.5%）【0】
2人

（6.9%）

着用時 非着用時

致
死
率

約約 倍倍

全席でしっかり

シートベルトを

しめましょう！

年別
区分

増減数６年

着　用

５年３年 ４年

着　用

非着用
着用者率

死
者

７年

負
傷
者

着用者率
非着用

総　数

総　数

不明

20人 （60.6%） 【1】
11人 （33.3%）【1】

2人
（6.1%）

1人 （33.3%） 【1】2人 （66.7%） 【0】

１　「道路形状を基準とする事故」 ４　「第１当事者の違反を基準とする事故」
　(1) 交差点事故 ○ 　飲酒運転による事故

　(2) カーブ事故

○

２
○

　(1) 子供事故

○

　(2) 高齢者事故 ○

○

　　　　　　　　　　　(3) 歩行者事故

○ 　「致死率」とは、死傷者1,000人当たりの死者数をいう。

　(4) 自転車事故

　(5) 二輪車事故（原付車を含む。）　 ○

○

３ 「第１当事者を基準とする事故」
　○ 　高齢運転者事故

　年齢65歳以上の者が原付以上の車両を運転中に第１当事者と
なった事故で、この事故から生じた全死傷者数を計上。

　「第１当事者」とは、交通事故に関与した車両等の運転者又は
歩行者のうち、当該交通事故における過失が重い者をいい、過失
が同程度の場合には人身損傷程度が軽い者をいう。

　　【 その他 】

　年齢65歳以上の者が関係した事故（同乗者を含む。）で、この
事故から生じた高齢者の死傷者数を計上。

　歩行者が関係した事故で、この事故から生じた歩行者の死傷者
数を計上。

　「軽傷」とは、交通事故によって負傷し、１箇月（30日）未満
の治療を要する場合をいう。

★特定事故・用語の定義

「当事者を基準とした事故」（発生件数のみ計上する場合が
ある。）

　発生場所の道路形状が交差点（交差点付近を含む。）、橋、ト
ンネル等を除いた単路で、かつ、道路線形がカーブで、この事故
から生じた全死傷者数を計上。

　発生場所の道路形状が交差点及び交差点付近で、この事故から
生じた全死傷者数を計上。

【 特定事故の定義 】

　自転車以上の車両を運転中の者が飲酒運転で第１当事者となっ
た事故で、この事故から生じた全死傷者数を計上。

　自転車を乗用中の者が関係した事故で、この事故から生じた自
転車乗用中（同乗者を除く。）の死傷者数を計上。

　二輪車を運転中に第１・第２当事者となった事故で、この事故
から生じた二輪車運転中の死傷者数（同乗者・第３当事者以下を
除く。）を計上。

　本資料は、原則として、令和８年２月28日までに入手したデー
タにより作成した。

　数値は単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値
の和と一致しない場合がある。

　「重傷」とは、交通事故によって負傷し、１箇月（30日）以上
の治療を要する場合をいう。

　「死亡」とは、交通事故によって、発生から24時間以内に死亡
した場合をいう。

　「交通事故」とは、道路交通法第２条第１項第１号に規定する
道路において、車両及び列車の交通によって起こされた事故で、
人の死亡又は負傷を伴うものをいう。

　中学生以下の子供が関係した事故（同乗者を含む。）で、この
事故から生じた子供の死傷者数を計上。

　　【 用語の定義 】
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新新潟潟県県交交通通安安全全ススロローーガガンン（（通通年年ススロローーガガンン））

未未来来へへととどどけけ! 願願いいののかかけけははしし 交交通通安安全全

【【令令和和８８年年 全全国国交交通通安安全全ススロローーガガンン】】

● 運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの

急ぐほど 狭まる視野と 増すリスク
● 歩行者等（自転車等利用者を含む）に呼びかけるもの

親を見て 子供も止まる 赤信号
● こどもたちに交通安全を呼びかけるもの

車から ぼくたちみえない 手をあげよう


